古代インド仏教における観想法-『瑜伽師地論』修所成地に説かれる十想とその背景に関する研究- by 権 来順
古代インド仏教における観想法-『瑜伽師地論』修
所成地に説かれる十想とその背景に関する研究-
著者 権 来順
号 140
発行年 2002
URL http://hdl.handle.net/10097/14339
KWON
権
LAE
来
SOON
順
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授 与年月 日
学位授与の要件
研 究 科 ・専 攻
学位 論文題 目
論文審査 委員
博 士(文 学)
文 博 第140号
平成15年3月6日
学位規則第4条 第1項 該 当
東 北大学大学 院文学研究科(博 士課程後期3年 の課程)
印度学仏教史学専攻
古代イ ン ド仏教 にお ける観想法
r喩伽師地論』修所成地 に説かれ る十想 と
その背景に関する研究一
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
??
?
?
?
?
?
論 文 内 容 の 要 旨
は じめ に
古 代 イ ン ドの 論 師 た ち は 、智 慧(般 若prajh旬とは どの よ うな修 道 の 実 践 を通 じて 証得 され
る と理論 的 に 考 え て い た の だ ろ うか。 仏 教 に お い て は 智 慧 とは、 幾 段 階 もの修 行 の過 程 を経 て
た ど り着 く もの で あ っ て、 諸 経典 に説 かれ た 教 え を 【聞 ・思 】 し、 繰 り返 し 【修 】 し実 行 して
体 証 す る こ とを 要 求す る。
基 本 的 に仏 教修 行 は正 しい 生活 の規 範(戒)を 通 じて、心 の集 中(定)に 基 づ い た智 慧(慧)
の 向 上 に そ の 目的 が あ る はず で あ る。 そ の 智 慧 の 内 容 は 仏 法 の 特 徴 を示 した 「法 印dharma-
udd互na」と表 現 され る 「無 常 ・苦 ・無 我 」 の 自覚(観:p.vipassan互;Skt.vipa6yan百)によ っ
て確 認 さ れ る真 理 で も あ る。 こ の よ うな 智 慧 を得 る た め の 実 践 論 の 中核 をな す のが 定(sam昏
dhi;三昧)の 修 習 で あ り、 阿 含 ・ニ カー ヤ の経 典 で は 「四禅 」 を は じめ とす る幾 つか の禅 定 観
法 が 説 かれ て い る。
本 研 究 は、 喩伽 行 派 の行 道 体 系が どの よ う に形 成 され 、 そ の派 の実 践 論 が イ ン ド仏 教 史 の 内
に どの よ うな 歴 史 的 脈 絡 を持 って 展 開 され て い る のか を知 りた い と い う ことか らで あ る。 そ の
た め 『喩 伽 師 地 論』 の 「修 所 成 地」(bh互van妥mayT-bh頁mi)を読 ん だ が 「修 所 成 地 」 で は 形
式 的 に三 十 七 菩 提 分 法 の項 目の み 提 示 し、 わ か りや す く具 体 的 な 行 道 体 系 が 説 示 され て い な
い。
だ が 「修 所 成 地 」 を全 体 的 に考 察 す る過 程 で修 習(bh百van旬 の 内 容 と して`修 喩 伽 処'の
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修 習の 内容構 成が 「十 種 の修習 想」 と して説 かれ、 これが 禅定 観法 としての 「十想 」(dass-sa面旬
の 支 分 の 内 容 で あ る こ とに 気 づ い た。
こ の 「十 想 」 観 法 の 目的 は 禅 定(sam百dhi)を得 る た め、 禅 定 の 対 象 とな っ て い る各 支 分 一
つ 一 つ を想 念 し、 一 切 の 貧 欲 を 離 れ浬 葉 を 実現 す る こ とに あ る。 阿 含 ・ニ カー ヤ の初 期 仏 教 経
典 と幾 つ か の ア ビダ ル マ文 献 で は この 「十 想 」観 法 以 外 に、支 分 を増や した もの の 「五 想 」 「六
想 」 「七 想」 「九想 」 等 も説 示 され て い る と こ ろか ら、 この 各 々 の観 法 の 問 に は 「十 想 」 観 法 に
至 る まで の 発 達 過 程 の 可能 性 も考 え られ た。 阿含 ・ニ カ ーヤ で は 四禅 、 四無 色 、 三 三 昧 、 四 無
量 、 四 念処 、 八解 脱、 八勝 処 、 十遍 処 、 十 想、 十 念 な どの禅 定 観 法 が 説 か れ て い る。 しか し、
四禅 、 四無 色 な どの幾 つ か の観 法 以 外 に は、 禅 定 観 法 と して の分 析 的 な研 究 は 未 だ な され て な
い の が現 状 で あ る。 本 論 文 で は 「十 想 」 観 法 を取 り上 げ 、 この観 法 は 具 体 的 に如 何 な る修 習 法
で、 そ の修 習 内容 とは何 か を究 明す る こと を 目的 とす る。
「想」(P.sa面百;Skt.sa甲j五旬 とは、 「感 受 した も の を表 象 す る こ と」 「想 念 」 ま た は 「観
念」 の 意 味 で あ る。 サ ン ス ク リ ッ ト語 の 「sam+rjfi副は τj舩(知 る)と い う 語 根 にsam
(まとめて)と い う接 頭 語 か ら形 成 され た言 葉 で 、 心 に思 い浮 か べ る(取 像)作 用 を示 す。
この`思 い浮 か べ る'と い う作 用 の修 習 法 と して の側 面 は 、 阿 含 ・ニ カ ー ヤ で 説 か れ る 、 存
在 の 構 成 要 素 と して の 五 緬 が 、 「無 常 ・苦 ・無 我」 で あ る こ とを体 得 す る五 纏 観、 縁 起 観 、 四
諦 観 、無 常 観 、苦 観 、無 我 観 な ど に見 られ 、 これ らに 「想」 と して の 観 法 の起 源 が 求 め られ る。
そ の 根 拠 と して は 、 こ の 五 纏 観、 縁 起 観、 四 諦 観 、 無 常 観 、 苦 観 、 無 我 観 な ど、 こ の 場 合 の
「観 」 が 示 す 意 味 内容 は 、 真 理 の実 相 を思 い浮 か べ 、 そ の 一 つ 一 つ に対 して じっ く り繰 り返 し
観 察 を行 う修 習 法(vipassan百観;anupassan夏随 観)と して 定 義 さ れ て い る。
この観 法 は禅 定(sam百dhi)に入 る た め 、 禅 定 の 対 象 とな って い る各 支 分 一 つ 一 つ の意 味 内
容 を心 に 「思 い浮 か べ る」修 習 法 と して 定 義 す る。本 論 文 で は 「十 想 」(P.dass-sa五f頂;Skt.dass-
sa卑jh旬 観 法 の 形 態 と して 【無 常 ・苦 ・無 我 グ ル ー プ】、 【死 体 観 想 グ ル ー プ】、 【混 清 グ ル ー
プ】 の三 つ の グ ル ー プ に分 類 して 考 察 した。
① 【無 常 ・苦 ・無 我 グ ル ー プ】:無 常 想 ・苦 想 ・無 我 想 を必 ず 含 ん だ もの
② 【死 体 観 想 グ ル ー プ】:い わ ゆ る 従 来 「不 浄 観」 と呼ば れ て い る もの
③ 【混 渚 グ ル ー プ】:① と② が 混 ざ っ た 形 の もの
で あ り、 「十 想 」 の 諸 類 型 は 次 の ペ ー ジの 表 の 如 く構 成 され て い る:
第 一 章 禅 定修 道 論 の考 察
この 章 で は 、禅 定 説 の 定 型 と して 四 禅 ・四 無 色 定 の 八等 持 を 概 観 した後 、主 な 部派 と してパ ー
リ上 座 部 と説 一 切有 部 の 禅 定修 道 論 を考 察 した。 パ ー リ上座 部 に 関 して は 四十 業 処 を 中心 と し
て 六 種 類 の修 行 者 の性 格 と業処 との 関 係 、遍 作 相 ・取相 ・似 相 の三 相 の修 習 、 そ して 遍 作 修 習
(parikamma-bh百van旬、 近 行 修 習(upac百ra-bh百van百)、安 止 修 習(appan百一bh百van百)の三
修 習 によ っ て 止行 者(samatha-y互nika)と観 行 者(vipassan昏y百nika)がど の よ うな修 行 階 梯
を経 て 浬繋 に 至 る の か を 考 察 しパ ー リ仏 教 に お け る 止行 と観 行 の修 行 道 上 の位 置 づ け を あか し
た 。 三 相 の修 習 の 遍 作 相(parikamma-nimitta)とは 修 行 者 の 眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・身 が 色 ・声 ・
香 ・味 ・触 の 五 境 と眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・身 の 五 門 を通 じて認 識 され る準 備 過 程 と して の相 で あ る。
取 相(uggaha-nimitta)とは、 形 と して 捉 え られ る 相 で あ り、似 相(patibh百ga-nimitta)とは
禅 定 の 対 象 と 類 似 す る 形 相 で あ る。 近 行 修 習(upac互ra-bh百van旬と は 安 止 定(appan百一
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十想の諸類型
A類型 B類型 C類 型 D類 型 E類型 F類型 G類型 H類 型
① 不浄想
asubha
① 不浄想
asubha
①不浄 想
asubha
①膨脹想
uddhumataka
①青癖想
曲
①無常
想
①無常
想
①不浄
想
②死想聯
② 過患想
互dinava
②無常想
飢cca
②青癖 想
vh血aka
②膿燗想
vip昼yaka
②無我
想
②苦想 ②青痂
想
③食違逆想
share
patikkula
③ 食違逆想
百h盈lepa瞬k㎞la
③ 苦想
dukkha
③膿燗想
vipubbaka一
③ 変 壌 想
vipaclumaka
③死想 ③無我
想
③膿潰
想
④ 一 切 世 問
不 可 楽 想
sabbaloke
anablurata
④ 一 切 世 間 不
可 楽 想
sabbaloke
anabhirata
④無我想
麟
④ 断壊想
vicchiddaka
④膨脹想
vyadhmataka
④食違
逆想
④空想 ④腱脹
想
⑤ 無常想
anicca
⑤ 無常想
anicca
⑤食違逆想
肋e
P頭k㎞
⑤食残想
vikkhayitaka
⑤食轍想
v臨ditaka
⑤一切
世間不
可楽想
⑤色変
之想
⑤壊想
⑥ 無常苦 想
aniccedukkha
⑥ 無常苦想
aniccedukkha
⑥ 一 切 世 間
不 可楽 想
sabbaloke
anabhirata
⑥ 散 乱 想
vikkhittalca
⑥ 変 赤 想
vilohitaka
⑥骨想 ⑥青癖
想
⑥食不
盤想
⑦ 苦無我想
dukkheanatta
⑦ 苦無我想
dukkheanatta
⑦光 明想
aloka
⑦ 破 壊 離 散
hata-
v塩kh鷺taka
⑦ 散 壊 想
viksitaka■
⑦贔轍
想
⑦腹脹
想
⑦血想
⑧断想
P曲a
⑧ 断想
pah…毎a
⑧離想
価ga
⑧血塗想
lohitaka
⑧骨想
ast1亘
⑧青痂
想
⑧食不
消想
⑧分離
想
⑨離想
v漁ga
⑨ 離想
viraga
⑨滅想
1血odha
⑨轟聚想
pulavaka
⑨ 鎖 想
忌amkalik蕊
●
⑨穿孔
想
⑨血想 ⑨骨想
⑩滅 想
1血odha
⑩滅想
血odha
⑩死想
蜘
⑩骸骨想
ゆka
⑩骨鎖想
asd虹一
鋤1ka1髄
⑩腿脹
想
⑩一切
世間不
可楽想
⑩空想
ABC型:無常苦無我グループ;DE型:死体観想グループ;FGH型:混浦グループ
sam百dhi;完全 に精 神 集 中に没 入 して い る状 態 の定)に 入 る 為 の修 習 で あ り、安止 修 習(appal1百一
bh百van旬とは 、 完 全 に精 神 集 中 に没 入 して い る状 態 にお け る修 習 を い う。 説 一 切 有 部 で は、
煩 悩 を 断 じ智 慧 の 証得 を め ざす た め の修 習 法 と して の 四聖 諦 、つ ま り四 諦 現 観(abhisamaya)の
修 習 に よ る三 賢 ・四 善根 位 ・見 道 ・修 道 位 の修 行 階 梯 の構 造 を考 察 した。
この考 察 の結 果 、 定 と慧(止 と観)の 修 習 の た め に、 七清 浄 に構 築 され た 修 道 体 系 を40業処
と い うカテ ゴ リー を媒 介 と して考 え るパ ー リ仏 教 にお け る禅 定 論 は、 心 作 用 と い う側 面 に重 点
を お い て 展 開 さ れ て い る こ と を 把 握 し た 。 説 一 切 有 部 に お け る 修 道 論 で は、 四 諦 の 現 観
(abhisamaya)によ っ て 煩 悩 を断 じ智 慧 の 証 得 を め ざ す と ころ に修 道 論 上 の大 き な 意 味 が あ
る。 修 行 の階 梯 で は三 賢 位 にお いて 不 浄 観 、 数 息 観 、 四 念 処 な どが 修 習 され 、 四 善 根 位 にお い
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ては四諦を現観す るための準備 として 「四諦十六行相」が修習 され、聖者位で ある見道 ・修道
に入 っては、 十六刹那 による八忍八智 と呼ばれ る16種の智慧 によって煩悩 を断ち切ってゆ くと
い う修行 の階梯 が検討 され た。
第 二章 「死 体 観 想 」 観 法
この章 で は従 来 「不 浄 観 」 と言 わ れ る 「死 体 観 想 」 観 法 を考 察 した。 本 論 文 で 「死 体 観 想 」
と名付 け られ た この観 法 は 、 死 体 が 腐 敗 し変 化 して ゆ く状 態 の観 察 を禅 定 修 習 の対 象 と して 観
想す る修 習 法 で あ る。
初 期 仏 教 経 典 に説 か れ る、風 葬地 、あ るい は塚 間 に棄 て られ た死 体 の観 察 を行 う修 習 法 が 「死
体 観 想 」 観 法 に 当 た る。 パ ー リのD了gha-Nik百yaとMajjhima-Nik百yaの『念 処 経 』 類 の 経 典
と漢 訳 阿含 経 典 な どで は 、墓 地 で の 死 体 の 観 察 を修 習 す る、「主 に 「四 念 処」観 法 で の`身 念 処'
の修 習 内容 と して 、 この 観 想 法 が 行 わ れ る。
説 一 切 有 部 の 論 書 で あ る 『大 毘 婆 捨 論』 『阿 毘 達 磨 倶 舎 論 』(Abhidharmako6a-bh百6ya)な.
どで は 「不 浄 観 」の禅 定 修 行 の 対 象 とな っ て いる。 ま た 南方 上座 部 『清 浄 道 論 』(Visuddhimagga)
で は40項 目の 禅 定 修 習 の 主 題(kammatth百na;業処)の 中 の十 種 の不 浄 業 処 とな って い る。
大 乗 論 書 には 『鍮伽 師 地 論 』 「声 聞 地 」(Sr百vakabh豆mi)にお いて は、 朽 薇 不 浄(praty一飴
ubhat旬 と して 喩 伽 行 の 所 縁(副ambana)で あ る 十 種 の 不 浄 所 縁 の 内 容 が この 観 法 と して
説 かれ て い る 。 『大 智 度 論 』 で は 諸 々 の 煩 悩 を 断 じ、 婬 欲 を 滅 す るた め の観 法 で あ る 「九 想 」
の 内容 と して 説 か れ る。 この 章 にで は 「死 体 観 想」 観 法 とい う』修 習 の 内容 と修 習 方 法 は具 体 的
に如 何 な る もの か 、 そ して 「十 想 」 観 法 に お け る 「不 浄 想;asubhasa面副 と い う一 つ の 支 分
の役 割 とは 何 か を考 察す る こ と を 目的 と した。 以 下 に 「死 体 観 想 」 観 法 の各 支 分 の語 義 説 明 を
示 せ ば 、 次 の 通 りで あ る。
① 膨 脹 想(p百1.uddhum飢aka;skt.vy百dhm飢aka;discriminationofthebloatedcorpse):死
後 に 、 次 第 に 起 き る屍 体 の 膨 ら み な ど の 現 状 を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法 で
あ る 。
② 青 痕 想(p飢vin了laka;skt.vinτ1aka;discriminationofthelividcorpse):屍体 は 肉 が 多 い
部 分 は 青 黒 い 色 で 、 膿 が 多 く集 積 す る 部 分 は 白 色 で 変 化 す る が 、 全 般 的 に は 青 黒 い 色 を 帯 び て
熱 を 受 け て 裂 壊 し て 行 く過 程 の 死 屍 の 現 状 を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法 で あ
る 。
③ 膿 燗 想(p創.vipubbaka;skt.vi両yaka;discriminationoftheworm-infestedcorpse):膿燗
想 と は 、 死 屍 は 埋 藏 し な け れ ば 、 ま も な く膿 欄 し種 種 の 虫 が 生 ず る な ど、 屍 体 の 破 裂 し た 処 よ
り 、 簾 ・尿 ・膿 ・血 な ど が 流 出 し破 壊 し て 行 く、 死 屍 の 現 状 を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観
想 す る 修 習 法 で あ る 。
④ 断 壊 想(p百1.vicchiddaka;skt.vik婁itaka;discriminationofthefesteringcorpse):断壊 想
と は 、 敗 壊 想 、 離 散 想 と も 訳 さ れ 、 生 き 物 な ど に 食 わ れ て 、 筋 骨 が 分 裂 し 崩 れ 落 ち る の を 観 察
し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法 で あ る 。
⑤ 食 残 想(p夏Lvikkh百yitaka;skt.vikh百ditaka;discriminationofthegnawedcorpse):食残
想 と は 、 目敢想 と も 訳 さ れ 、 死 屍 を 鳥 獣 が 食 わ れ る の を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修
習 法 で あ る 。
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⑥ 散 乱 想(p頁1.vikkhittaka;skt.vik6iptaka;dismemberedofadeadbodywithrespecttoits
limbs):手骨 、 足 骨 、 も も の 骨 、 骨 盤 、 背 骨 、 頭 蓋 骨 な ど の 骨 鎖 が 分 裂 し て 、 四 方 八 方 に 散 乱
して い る 状 態 を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法 で あ る 。
⑦ 破 壊 離 散(p互Lhata-vikkhittaka;skt.?:discriminationofthescatteredcorpse):身体 の 各
部 分 が 破 壊 さ れ 、 彼 方 此 方 に 散 在 し て い る 状 態 を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法
で あ る 。
⑧ 血 塗 想(p引.lohitaka;skt.vilohitaka:discriminationofthebleedingcorpse):血塗 想 と は 、
死 屍 が 破 壊 さ れ 終 わ っ て 、 肉 血 が 地 に 塗 れ る の を 観 察 し、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法
で あ る 。
⑨ 贔 敢 想(p百Lpulavaka一;skt.?;thecontemplationoftheworminfestedcorpse):死屍 に 蛆
な ど の 虫 が 散 在 し充 満 し て い る の を 観 察 し 、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る 修 習 法 で あ る 。
⑩ 骸 骨 想(p百1.a嫉hhika一;skt.asthi;theideaofaskeleton):骸骨 想 と は 、 身 肉 が す で に 離
散 し 、 白 骨 の み 散 在 す る の を 観 察 し 、 そ の 厭 逆 な る こ と を 観 想 す る こ と で あ る 。
第三章 「十想」観法の各支分の意味解釈
この章で は 「十想」の各支分 の説明 を行 った。 「十 想」 の各支分 の内容 を見 る と、序 章にお
け る 「十想」 の各類型 の表 に見 られ るように、経典や論書 にお いて必ず しも一律的 に同じ支分
が説かれて いな い。支分 の内容は次の ような二種類 の形体 の中の いずれか に属す るか、 または
両方の支分 の形体が混濡 した型で説かれて いる。
一 種 《 無 常 ・苦 ・無 我 グ ル ー プ 》
① 不 浮 想(asubha)、 ② 死 想(mara阜a)、 ③ 食 厭 想(百h百repa㌻ikk豆la)、
④ 一 切 世 間 不 可 楽 想(sabbalokeanabhirata)、⑤ 無 常 想(anicca)、
⑥ 苦 想(dukkha;百dTnava)、 ⑦ 無 我 想(dukkheanatta)、
⑧ 断 想(pah百na)、 ⑨ 離 想(vir百ga)、⑩ 滅 想(nirodha)
二 種 《 死 体 観 想 グ ル ー プ 》
① 青 痕(vin丁laka)、② 膿 燗(vip頁yaka)、③ 変 壊(vipa4umaka)、
④ 膨 脹(vy百dhm翫aka)、 ⑤ 食 瞼(vikh互ditaka)、⑥ 変 赤(vilohitaka)、
⑦ 散 壊(vikstaka)、⑧ 骨asthi)、⑨ 鎖(6amkalik旬 、
⑩ 骨 鎖(asthi話amkalik百)
この 「十想」観法 について の資料は この観 法 と関連す る 「五想」 「六想」 「七想」 「九想」 も
含 む全て を対象 とした。資料 と してはパー リの四ニ カーヤ と漢訳 四阿含、そ して アビダルマ論
書 については、部派別 にパー リ上座部、説一切有部、法蔵部 に分類 してそれぞれ を検討 した。
また、その外の所属不明な阿含経典 とアビダルマ論書、 また大乗経典 と大乗論書 に関 しては経
典 と論書 に分 けてそれぞれの検 討 を行 った。
《死体 観想 グルー プ》の各支 分 の意味 内容は、本論 の第一 章で示 した如 くで あ り、 ここで
《無常 ・苦 ・無我グループ》の各支分 の意味 内容 を示せばつ ぎの通 りで ある:
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① 「不 浄 想 」(p.asubha-safih百;skt.舶ubha-salpj顛)とは、 あ らゆ る も の は 不 浄 で あ る と
い う想 いで 観 想 す る こ とで、 特 に 、 身体 及 び 身体 の構 成 要 素 の汚 らわ しさ を観 想 して 、 婬 欲 な
どの 諸 煩 悩 を取 り除 くた め の修 行 法 で あ る。
② 「死 想 」(p.mara早a-sa茄百;skt.mara早a-sa卑j丘a)とは、 命 の 断 絶 で あ る 「死」 のす べ て
の 様 相 を観 想 の対 象 と して禅 定 修 習 を行 う修 行 法 で あ る。
パ ー リ上 座 部 の 教 学 で は、 「死 」 と い う も の を 「一 有 に属 す る命 根 の 断絶(ekabhavapariy}
pannassajTvitindriyassaupacchedo)」で あ る と定 義 す る。
説 一 切 有 部 の 教 学 で は、 「寿 、 暖 、 識 、 す な わ ち 生 命 と体 温 と精 神 作 用 の 三 つ が 身 体 か ら離
れ る こ と」 が 「死 」 で あ る と定 義 す る。
③ 「食 厭 想 」(p.互h互rep助ikk田a-sa面百;skt.百h百ropatikk頁la-sa甲j丘百;nourishmentcont-
rary)とは 、 「食 不 浄 想 」、 「厭 逆 食 想」 と も漢 訳 され 、 食 値h互ra)を厭 う想 い を な し、 食 は
不浄 で あ る こ とを 思 い浮 かべ る修 行 法 で あ る。 した が って 、 食 に対 して 厭 逆 の態 度 を取 る こ と
に よ っ て起 き る想 が 「食 厭 想 」 で あ る。
④ 「一 切 世 間 不 楽 想」(p.sabbalokeanabhiratasa面旬 と い う修 行 法 の 対 象 とな っ て い る世 間
とは 、 二通 りに考 え られ る。 一 つ は宇 宙 空 間 と して の 自然 界 の世 界(器 世 間)と 、 二 つ は 衆 生
(有情)の 行 為(業)に よ って 創 り出 され た 世界(衆 生世 間)で あ る。 無 数 の生 命 が 絶 え 間 な
く発 生 し、 そ の発 生 した 瞬 間 か ら また 絶 えず 生 と死 を繰 り返 して い る。 そ もそ も世 界(loka)
とい う語 は、 移 り変 わ り、 破 壊 して 行 く こと を意 味 す る言 葉 で あ る とい わ れ る。
⑤ 「無 常 ・苦 ・無 我 」 に関 す る 説 が、 想(p.sa面百;skt.sa卑j五旬 の観 法 と 関 連 して 説 か れ
るが 、 私 はそ れ らを二 部 類 に分 類 した。
1)「無 常 ・苦 ・無 我 」 を別 々 に並 列 的 に観 想 の対 象 と して 無 常 想(anicca-sa面旬 、 苦想
(dukkha-safifi旬、 無 我 想(anatta-sa五五旬 で あ る と観 察 す る も の。
例:「 一 切 は無 常 で あ り、 苦 で あ り、 無 我 で あ る」
2)「無 常 ・苦 ・無 我 」 を別 々 に観 想 の対 象 とす るの で は な く、 「無 常」 を前 提 に して、 無
常 想(anatta-safifi旬、 無 常 苦 想(aniccedukkha-safi苗)、苦 無 我 想(dukkheanatta-
sa面旬 で あ る と、順 序 立 て て 観 想 す る もの。
例:「 一 切 は 無 常 で あ る 、 無 常 で あ る故 に 苦 で あ る、 苦 で あ る 故 に無 我 で あ る」 と
観 察 す る。
「無 常 想」(p,anicca-safi顛;skt。anitya-salpj茄)とは 「何 も の も変 化 しな い も の は な い」
と想 念 す る こ とで あ る。 無 常 とは 、 あ りとあ らゆ る もの が 、 縁 によ り生 じ常 に 生滅 し、 絶 えず
移 り変 わ って 何 も の も 固定 して い る も のは な い、 と い う意 味 で あ る。
「苦 想 」(dukkha-sa面旬 とは 自己 の 身体 お よ び 一切 に有 為 法 を観 じ、 全 て は苦 悩 に充 ちて
い る の を観 想 す る 修 行 法 で あ る。 「十 想 」 観 法 で は 「苦 想 」(dukkha-sa面葡 で 説 か れ る個 所
は 少 な く、 大 概 が 「無 常 苦 想 」(aniccedukkha-sah負互)で 説 かれ る こ とが 多 い。 特 に、 パ ー リ
のニ カー ヤ で は 「無 常 想 ・苦 想 ・無 我 想 」 が 別 々 に並 列 型 で 説 か れ る 場 合 は 「dukkha-safi顛」
の代 わ りに 「百dτnava-sah顛」 が 支 分 に な っ て 説 か れ る。 「百dTnava-sa面副 とは 普 通 「過 患
想 」 と して 漢 訳 され 身 の 患 い とか 苦 痛 を意 味 して い る。 この こ とか ら 喧dTnava-sa面副 は
「苦 想 」 と 同一 の 意 味 内 容 を持 つ 支 分 と して 説 か れ た こ とが 推測 さ れ る 。
「無 我 想」(p。anatta-sa面百;skt.an飢ma-sa卑jh百)とは 肉 体 ・意 識 が 自我 で は な い と想 念
す る。 つ ま り、 不 変 化 常 住 な る 形 而 上 学 的 実 体 と して の 自我 とい う もの は存 在 しな い とい う こ
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と を観 想 す る修 行 法 を い う。
⑥ 「断想 」(pah互nasa面旬 ・「離 想 」(vir百gasa面旬 ・「滅 想 」(nirodhasa面副 とは煩 悩 の 断
ず る、 止 滅 の 想 い を観 想 す る修 習 法 で あ る。 あ らゆ る欲 情 か ら離 れ る想 いで 観 ず る修 習 法 で あ
る。
第 四 章 「十 想 」 観 法
この 章 に お い て は 「五 想 」 「六 想」 「七想 」 「九 想 」 「十 想 」 観法 の考 察 を行 っ た。 先ず 、 パ ー
リ上 座部 で 説 示 さ れ る 「五 想」 観 法 は負 な どの諸 煩 悩 を離 れ る こ とに よ って 心 解 脱 、 慧 解 脱 の
智慧 を得 て 解 脱 に導 くた め の修 習 法 で あ る こ とが 検 討 され た 。 また 、 説 一 切 有 部 と法 蔵 部 の 部
派 にお いて も 「五 想 」 観 法 が`真 実 三 味 に 入 る た め の精 進'`五 成 熟 解 脱 想'.`五起 解 脱 法'な
どの用 語 で 示 され て い る こ とか ら、 こ の言 葉 の意 味 上 「五 想 」 観 法 は 悟 りを得 るた め の 禅 定 観
法 と して 位 置 づ け が把 握 で き た。
パ ー リ上 座 部 にお い て は 「六 想 」 観 法 は 「六 決 択 分 想 」(chanibbedha-bh百giy百sa面旬 、 ま
た は 「六 順 明 分 法」(chavij疸bh互giy百dhamm百)として 説 か れ る。 また 説 一 切 有 部 と法 蔵 部 で
も 「六 順 明 分 法 」 と して 示 して い る。 決 択 分(nibbedha-bh百giy旬とは 禅 定 か ら得 られ る 鋭 い
洞 察 力 で あ り、 順 明 分(vij頂bh百giy百dhamm旬とは 智(明vijj旬 を 得 るた め の 部 分 を 説 い
た も ので 、 いず れ も この 観 法 は 貧 な ど を了 別 し無 漏 道 を得 る た め の 実 践道 で あ る こ とが検 討 さ
れ た 。
パ ー リ上 座 部 と法 蔵 部 で は 「七 想」 は繁 栄 と不 衰 退 の為 の 「七 不 退 法 」 と して 説 示 され 、 「七
想 」に親 近 し多 く修 す れ ば 、大 果 報 と大 功 徳 を得 て 甘 露 に至 る と い う修 習 の 目的 が検 討 さ れ た。
また 一 切 有 部 で は この 観 法 を修 習 す る こ と によ っ て 愛 を断 じ結(煩 悩)を 除 き 、 諸法 を正 に 知
る こ と によ って 苦 辺(duhkhasyaantakriy哀苦 しみ の終 滅)を 得 る こ とが で き る とい うの が 「七
想 」 修 習 の 目的 と して 説 か れ て い る こ とが 検 討 さ れ た。 「九 想 」 観 法 は説 一 切 有 部 には 見 当 た
らな く、.h座部 と法 蔵 部 、そ して大 乗 経 論 の 何 カ所 か で見 当 た る 観 法 で あ る こ とが確 認 さ れ た。
また、 阿 含 ・ニ カ ー ヤ と部 派 の ア ビダル マ論 書 な どで は 「無 常 ・苦 ・無我 想 グル ー プ」 の支 分
で 「九 想 」 が 説 か れ る こ と に対 し、 大 乗 経 典 と論 書 で は 『喩 伽 師 地 論 』 「摂 事 分 」 の 外 は 「死
体 観 想 グ ル ー プ」 の支 分 で構 成 され た 「九想 」 が 説 かれ て い る こ とが検 討 され た。
「十 想」 観 法 は 『大 智道 論 』 な どで もみ られ る よ うに 「無常 想 ・苦想 ・無 我 想 」 は見 惑 を 断
ず るた め の修 習 法 と して 無 漏 の智 慧 を得 る た め で あ り、 「食 厭 想 ・一 切 世 間 不 可 楽 想 ・死 想 ・
不 浄 想」 は 思 惑 を 断ず る た め の修 行 法 と して有 漏 の 智慧 と得 る 為 の観 法 で あ る こ とが 検 討 され
た。 そ して 「無 常 ・苦 ・無 我」 を修 習 す る見 道 の 中 で は邪 見 等 を捨 て る こ とは可 能 で あ る が、
まだ欲 を 離れ ま で は至 らな い。 した が っ て、 欲 を離 れ れ る為 に 「食厭 想 ・一 切 世 間 不 可 楽 想 ・
死 想 ・不 浄 想 」 な どの修 習 に よ って 婬 欲 等 の諸 の煩 拶 を離 れ る、 とい う 「十 想 」 観 法 の修 習 内
容 が 検 討 され た。
要 す る に、 「五 想 」 か ら 「十 想 」 観 法 に 至 る まて に、 支 分 を増 大 して ゆ く発 達 段 階 が み られ
るが 、 少 な く と も この支 分 の増 大 に従 う修 行 法 そ の 自体 の発 展 が あ った とは 思 えな い。 結 論 と
して言 え る こ とは、 「五 想 」 「六想 」 「七想 」 「九 想」 「十 想 」 の 各 観 法 は、 経 典 を 法 数 に合 わ せ
て整 理 す る た め支 分 の数 の漸 増 で は な いか と推 測 され る。 この 中で 何 れ の観 法 に よ って 観 想 を
行 っ て も、 禅 定 を得 る 為 の修 習 の結 果 は 同一 で あ る と考 え られ る。
一150一
第 五 章 「修 所 成 地 」 にみ られ る 「十 想 」 観 法
『楡 伽 師 地 論Yog百c百rabh豆mi』は 大 乗 喩 伽 行 派 の論 書 で、 全体 は17地か らな る ヨー ガ 行 者
の 修 行 の 段 階(yog百c百rabh頁mi)を明 か した 本 地 分 と、17地の 補 足 的 な 説 と して の 四 つ の 摂
(salpgraha頃)の部 分 か ら構 成 され て い る。 「修 所 成 地bh百van百一may丁一bh百mi」は 『鍮 伽 師
地 論』 本地 分17地の 中 で、 第!2地に属す る。
従 来 、『「声 聞地 帥 百vaka-bh百mi」「菩 薩 地bodhisattva-bh頁mi」な ど、 幾 つ か の部 分 の研 究 は
な さ れ て い る が、 「修 所 成 地」 に 関 して の研 究 は 少 な く、 宇 井 伯 壽 博 士 『喩 伽 論 研 究 』 の 中 に
「修 慧 」 と して 一 部 分 が 訳 され て い る。
「修 所 成 地bh百van昏mayT-bh豆mi」の サ ンス ク リ ッ ト(以 下 、Skt.と省 略)写 本 につ いて
は、R百hulaS百hkrty百yanaが撮 影 した写 本 の、第139葉A1行 か ら第153葉A3行 まで が 「修 所
成 地 」 に相 当す る部 分 と して 知 られ て い る。 しか し、 「修 所 成 地 」 のSkt.写本 の 校 訂 は発 表 さ
れ て な いそ め、 こ こで 依 用 した テ キ ス トは チ ベ ッ ト語 訳 及 び漢 訳 で あ る。
附録 の 「修 所 成 地」の チ ベ ッ ト訳 の テ キ ス トに は、上 記 の 二 つ の基 本 テ キ ス トに北 京 版(No.
5536)、ナ ル タ ン版(No.3527>、チ ョー ネ 版 、写 本 大 蔵 経 な ど のチ ベ ッ ト大 蔵 経 及 び 、 『高 麗 大
蔵 経 』、 石 写 本 な どの 漢 訳 を対 応 さ せ た 。 そ の 比 較 対 照 の結 果、3種 の 漢 訳 には 異 な る個 所 が
見 当た らな い。
この章 で は 「修 所 成 地 」 に関 す る詳 細 な 内 容 は ま だ発 表 さ れ て いな い た め、 チ ベ ッ ト訳 と漢
訳 に基 づ い て そ の あ らま しを 概 観 した 後 、 「修 所 成 地 」 に 分 類 され た 四処 の 中 で第 三 処 「喩 伽
の修 習 処 」 に お心、て 修 習 さ れ る10種想 、 即 ち 「十 想 」 観 法 の 内 容 を検 討 した 。 これ に よ っ て
「十 想 」 の禅 定 観 法 と して の修 行 道 上 の位 置 づ け を探 っ た。
「修 所 成 地bh百van昏mayT-bh豆mi」で は 「十 想 」観 法 に至 る まで の支 分 を増 や した 「五 想」
「六 想」 「七 想 」 「九 想」 の観 法 は見 当た らな い。 「修 所 成 地 」の喩 伽 の修 習 処 の修 習(bh百van百)
の内 容 と して 説 か れ る 「十 種 の修 習 想」 の 目的 は、 禅定(sam百dhi)を得 る た め、 禅 定 の 対 象
とな って い る各 支 分 一 つ 一 つ を 想 念 し、 一切 の 貧欲 を離 れ る こ と と理 解 され る。
考 察 して き た よ う に、 「十 想 」 支 分 は① 不 浮 想 、 ② 死 想、 ③ 食厭 想 、④ 一 切 世 間不 可 楽 想 、
⑤ 無 常 想 、 ⑥ 無 常 苦 想 、⑦ 苦 無 我 想 、⑧ 断 想 、⑨ 離 食 想 、 ⑩ 滅 壼 想 が 典 型 的 は 形 態 で あ る こ と
が 究 明 され た。 しか し 「修 所 成 地 」 で は 外 の所 には 見 当 た らな い 光 明 想(田oka-sa甲値旬 が
「十 想]の 支 分 と して 含 ま れ て い る。 これ は 『楡 伽 師 地 論 』 のみ で 見 られ る支 分 で 他 の所 で の
「断 想(pah百na-sa甲jfi百)」の 代 わ り に光 明 想(訓oka-sa卑j五旬 が 説 か れ て い る こ とで あ る。
要 す る に、 「修 所 成 地」 修 鍮 伽 位 で の光 明 想(訓oka-sa孕j蕪)の修 習 内 容 は、 「声 聞 地」 の第
二 鍮 伽 処 で 説 か れ る 随 順 学 法 と し て の 「十 想 」 の解 釈 か ら も伺 え る よ う に 「止 観 §amatha-
vipa6yan副の修 習 で あ る こ とが推 測 で き る。 この よ うな 観 点 か ら 『喩 伽 師 地 論』 「修 所 成 地」
にお け る 「十 想 」観 法 は 止(甑matha)と 観(vipa6yan互)を修 習 の 中心 と した 禅 定 観 法 と して
修 行 道 上 に位 置 づ け られ て い る と理 解 され る。
更 に引 き 続 き 「十 想」 と他 の 禅定 観 法 、 即 ち 四無 量 、 三 三 昧 な ど の幾 つ か の 禅 定 観 法 との 関
わ りを検 討 し、止(6amatha)と観(vipa6yan百)の修 道 上 の 本 質 を究 明 す る こ と と、サ ンス ク
リッ ト写 本 とチ ベ ッ ト訳 に よ る 「修 所 成地bh百nan昏mayT-bh百mi」の校 訂 が 今後 の 課 題 と し
て 残 され て いる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は、 序 章 と、 第 一 章 〈禅 定 修 道 論 の考 察 〉、 第 二 章 〈「死 体 観 想」 観 法〉、 第 三 章 〈「十
想」 各 支 分 の 意 味解 釈 〉、第 四章 〈「十 想 」 観 法 〉、 第 五 章 〈「修 所 成 地」 にみ られ る 「十 想 」 観
法〉 及 び 付 録 〈『喩 伽 師 地 論Yog百c互rabh豆mi』修 所 成 地(bh百van百一mayT-bh頁mi)チベ ッ ト
訳 テ クス トと和 訳〉 か らな る。
序 章 で は 先ず 、 本 論 文 が 喩伽 行 唯 識 派 の行 道 体 系 の 形 成 経 過 、 及 び 同体 系 が 意 図 す る 実 践 論
の イ ン ド仏 教 史 上 にお け る位 置 付 け を解 明す る こ と に向 け た 考 究 の 一 部 を な す もの で あ り、 そ
の 一 手 順 と して 『鍮 伽 師 地 論 』 「修 所 成 地」 で 説 か れ て い る観 法 の 「十 想 」 を 手掛 か りと した
考 察 を 提 示 す る こ とを 述 べ、 課 題 の所 在 を 明 らか に す る。 次 に イ ン ド仏 教 に お け る行 道 や修 道
論 に 関 す る研 究 史 を概 観 した後 、 「十 想」 中の 「想(sa面 百;salpjh百)」と い う語 が 、 「思 い浮 か
べ る」 とい う原 義 よ り展 開 し 「禅 定 観 法 」 と 同義 で 用 い られ る場 合 の あ る こ とを述 べ た 上 で、
当該 「十 想」 を説 示 す る 多 数 の 文 献 を検 討 した 結 果 そ れ に① 「無 常 ・苦 ・無 我 グ ル ー プ」、 ②
「死 体 観 想 グル ー プ」、 ③ 「混 渚 グ ル ー プ」 の 三 類 型 が 存 在 し、 更 に① を3種 の、 ② を2種 の、
③ を3種 のそ れ ぞ れ サ ブ グル ー プ に分 類 しう る こ と を 明 らか に して い る。
第 一 章 〈禅 定 修 道 論 の考 察 〉 で は、 イ ン ド仏 教 の修 道 体 系 に 「十 想 」 観 法 を位 置 付 け るた め
の 手 掛 か りを得 る と して 、 仏 教 諸 派 の 伝 え る修 道 に関 す る議 論 を解 析 す る。 即 ち、 先 ず 初 期 経
典 の 説 く代 表 的 禅 定 観 法 で あ る四 禅 ・四 無 色 定 ・滅 尽 定 を概 観 して か ら、 次 に5世 紀 に活 躍 し
た 著 名 な学 僧Buddhaghosaの著 作 碗sπ4励珈α認α を主 な 資料 と して パ ー リ上座 部 の禅 定 論 を検
討 し、そ れ が 修 行 者 本 人 の性 格 や 到 達 して い る レヴ ェル に応 じて 「業 処(kamma嫉h百na)」即
ち"禅 定 を実修 す る 際 の 対 象"を 選 択 しよ り効 果 的 に 目指 す 境 地 へ の 到 達 を図 ろ う とす る仕 方
(=「 業 処 説 」)で あ る こ と を確 認 した 上 で 、40項に 上 る 業 処 と修 行 者 の性 格 の 内容 及 び そ れ
らの 対 応 関 係 を明 示 して いる。 そ して そ れ ら業 処 が 「欲 界 定 」 ～ 「四 無 色 界 定」 の 禅 定6階 梯
にお い て どの よ うな 性 格 付 け を な され て実 修 さ れ て い る か を 、(D定に入 る 前 の 準備 段 階 で あ り
修 習 対 象 の純 化 の 過程 を 示す 「遍作 ・取'・似 」 の三 相 、(2)定内 に お け る 「心 的過 程 」 の 変化 を
捉 え た 「遍作 ・近 行 ・安 止」 の 三修 習、(3)浬榮 へ導 く智 慧 を 生 み 出 す 止 行 と観行 とい う3種 の
枠 組 み に沿 っ て考 察 し、 それ らが 「心 作 用 とい う側 面 に重 点 をお い て 展 開 され て い る」 点 に 特
徴 が あ る とす る。 次 に 説 一切 有 部 が示 す 禅 定 修 道 論 の検 討 を 世親(Vasubandhu)の著 作 『倶 舎
論 』 を 中心 資 料 と して行 い、 三 賢 ・四善 根 位 ・見 道 ・修 道 と次 第 す るそ の修 行 階梯 の 内容 を概
観 し、 「四 諦 十 六 行 相 の 現 観 によ って 煩 悩 を断 じ智 慧 の 証 得 をめ ざす と こ ろ」 にそ の 特 徴 が あ
る こと を確 認 して い る。
第 二 章 〈「死 体 観 想 」 観 法〉 で は 「十 想 」 中 の 「不 浄 想」 に対 応 し 「死 体 が 腐 敗 し変 化 して
ゆ く状 態 の観 察 を禅 定 修 習 の対 象 とす る」 いわ ゆ る 「不 浄 観 」 を扱 い、 そ の具 体 像 を次 の よ う
に明 らか にす る:長 部 経 典 の 『大 念 処 経 』 で は 「墓 地 で 行 う 九 つ の観 察 」 と して9段 階 で死 体
の腐 敗 よ り骨 の分 解 ・飛 散 に到 る まで を観 想 す る。 四s%4肋珈 ㎎即 で は40業処 中 の10種 「不 浄 業
処 」 と して 修 習 され 、 死 体 を的 確 に観 察 す る た め に11項目 の規 定 に則 る べ き こ とや 墓 地 以 外 で
観 想 す る際 の手 助 け とな る よ う に死 体 の 周 囲 の様 子 や 墓 地 に到 る まで の道 筋 の特 徴 等 に も注 意
を 向 け る こ とが 求 め られ る。 『倶 舎 論 』 で は 「三 賢 」 内 「五 停 心 観 」 に含 まれ 、 顕 色 ・形 色 ・
妙 触 ・供 奉 の4種 食 欲 の対 治 で あ り行 の進 捗 の度 合 い に よ っ て 「初 学 者 ・熟 達 者 ・作 意 が 完 成
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した 楡 伽 行 者 」 の3段 階 に 分 け られ て い る こ とな どを述 べ る。 『喩 伽 師 地 論』 「声 聞 地」 で は定
に入 る た め の対 象(=「所 縁 」)と捉 え られ 、 行 者 の性 格 とそ の行 位 に相 応 しい 対 象 を意 味 す る
「相 称 所 縁 」 の 中 に貧 欲 の 対 治 を 目的 と した 「浄 行 所 縁 」 の 一 部(「朽 繊 不 浄」)と して 位 置 付
け られ る。 ま た 『大 智 度 論 』 は 「九 想 」 と して9項 目 よ りな る死 体 観 想 法 を 説 くが、 そ れ が
「淫 欲 に覆 わ れ る こ との み 」 を破 す る の に対 し 「十 想」 は三 毒全 て を 除滅 す る とあ り、 そ の優
劣 に言 及 して い る、 と。
第 三 章 〈「十 想」 観 法 の 各 支 分 の 意 味 解 釈 〉 で は、2グ ル ー プ あ る 「十 想」 の う ち 「無 常 ・
苦 ・無 我 グ ル ー プ 」 を取 り上 げ 、① 不 浄 想 ・② 死 想 ・③ 食厭 想 ・④ 一切 世 間不 可楽 想 ・⑤ 無 常
想 ・⑥ 苦 想 ・⑦ 無 我 想 ・⑧ 断 想 ・⑨ 離 想 ・⑩ 滅 想 とい う十 支 分 中、 第 二 章 で 既 に扱 わ れ た ① を
除 く9項 目の 内 容 とそ の 「修 習果 」 を4ニ カ ーヤ ・四 阿含 ・『舎 利 弗 阿毘 曇 論 』・『集 異 門論 』・
跳 磁励珈 鰯 αを 参 照 して纏 め て い る。
第 四 章 〈「十 想 」 観 法 〉 で は 、 本 論 文 の 中 心 課 題 で あ る 「十 想」 の ほ か 、 同 じ く複 数項 で 一
観 法 体 系 を形 作 っ て伝 承 され て い た 「五 」・「六 」・「七 」・「九」 各 想 を 、 パ ー リ上 座 部 の 所 説
(4ニカ ー ヤ を参 照)・ 説 一切 有部 の 所 説(阿 含 ・『集 異 門論 』 を参 照)・ 法 蔵 部 の 所 説(阿 含 ・
『舎 利 弗 阿 毘 曇 論』 を参 照)等 か ら抽 出 し網 羅 的 に紹 介 して い る。 加 え て 、"「五 想」 か ら 「十
想 」 に到 る 項 目の 増広 が 図 られ た こ とが 予 想 され る が、 そ れ に伴 う修 行 法 自体 の発 展 は存 在 せ
ず 、 法 数 に 合 わせ て経 典 内容 を 整理 す る 際 に行 わ れ た操 作 と推 測 され る"と の 自説 を述 べ る。
た だ し、 各 「想」 が観 法 の対 象 と して 実 際 に用 い られ て い たで あ ろ う こ と を考 慮 す るな らば 、
な お 慎 重 な 吟 味 を 要す る点 で あ る。
第 五 章 〈「修 所 成 地 」 に み られ る 「十 想 」 観 法〉 で は、 先 ず 同地 全 体 が 修 習 処(修 習 に 適 す
る内 外 の状 況)、 修 習 の 因 縁 、 喩 伽 の修 習 、 修 習 の 果 と い う4種 類 の 依 処 、 及 び そ れ らの 細 分
項 目で あ る 「生起 円満 」 以下 の 七支 に 組織 され て い る こ とを 明 らか に し、 次 いで 各 支 の 内容 を
詳 細 に提示 す る。 更 に第 三処 「喩 伽 の修 習処 」 で 説 かれ て い る 「十 想 」 が 「在 家 位 ・出家 位 ・
遠 離 閑居 修 喩伽 位 」 の三 段 階 に 分配 さ れ 実修 され る こ とを示 し、 特 に 「断 想 」 に換 えて 「光 明
想」 と呼 ば れ る 「修 所 成 地 」 特 有 の項 目を置 いて い る点 に注 意 を 向 け、 本 地 分 第 六 地 「三 摩 咽
多地(sam百hitabh豆mi)」に記 され て い る説 明 に基 づ いて そ の内 容 を紹 介 す る 。
最 後 に 〈付 録 〉 とレて 、 デ ル ゲ ・チ ョー ネ ・ナ ル タ ン ・北 京 ・金 写 本5版 校 合 に よ る 「修 所
成地 」 全体 の チ ベ ッ ト語 訳 に漢 訳 を付 した テ クス ト、 及 び そ の和 訳 を掲 載 して い る。
総 じて本 論 文 は、 従 来 殆 ど研 究 対 象 とされ ず に来 た 「修 所 成 地 」 に修 道 論 考 究 の面 で 大 きな
資料 的価 値 の あ る こ とを 認 め、 チ ベ ッ ト語 訳 ・漢 訳 両 本 対 照 テ ク ス トの整 定 及 び 翻 訳 と い う文
献 学 的 操 作 を通 じて そ の 所 説 を解 明 して い る ほか 、 「修 所 成 地」 の 観 法 の 基 盤 を形 成 す る 要 素
を初期 仏 教 の文 献 に まで 遡 っ て検 討 ・解 析 し、 そ の一 つ 「十 想 」 に数 種 の異 な った 伝 承 の あ っ
た こ とを多 数 の資 料 に即 して 詳 述 す る な ど、 初 期 ～ 中期 イ ン ド仏 教 史 にお け る 観 法 体 系 の 具 体
像 を描 出 し て い る。
梵 ・巴 ・蔵 ・漢 諸 語 で 記 され た 文 言 を、 如 何 に的 確 な 現 代 語 で 表 現 す るか と い う点 にお い て 、
なお 努 力 ・工 夫 す べ き余 地 が 残 され て は い るが 、これ は 、論 者 自 身が 第 五 章 末 で 挙 げ て い る"「十
想」 と四無 量や 三 三 昧 と の 関わ りの検 討"と 共 に、 今 後 取 り組 ん で 行 くべ き課 題 の一 つ で あ っ
て、 論 文 全 体 の価 値 を損 な う も ので は な い 。 「十 想」 を 中 心 と した観 法 要 素 を広 範 な 文 献 群 よ
り抽 出 し網 羅 的 な在 り方 で纏 め た成 果 は、 複 雑 な 体 系 を取 るイ ン ド仏 教 行 道 体 系 の包 括 的 理 解
に も便 宜 を与 え てお り、 今 後 のイ ン ド仏 教 修 道 論 研 究 に寄 与 す る と こ ろが 少 な くな い。
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よって本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する もの と認
め られ る。
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